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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、「都市商業地における従来の街並み整備手法が、街並み統一を意識するあまり、個々の店舗の魅力
を活かした街並み形成につながらない」という問題意識をもって、私有地の社会的利用による商環境整備とい
う新たな街並み形成の視角を提示し、具体的計画手法として、セットバック空間の創出とその活用をとりあげ
て、その課題を探ったものである。１章では研究の背景と目的について述べた。 
 ２章では、アーケード・街路舗装による商環境整備、歴史的・伝統的景観を活かした街並み形成、イメージ
統合型戦略による街並み形成といった、従来の都市商業地における街並み整備手法の特徴と課題を整理し、こ
れを踏まえて、セットバック空間を活用した私有地の社会的利用による商環境整備という、新たな街並み形成
の意義と課題を記述した。 
 ３章では、セットバック空間を活用した街並み形成がみられる大阪市南船場地区、奈良市小西地区、神戸市
岡本地区の３地区を対象として、文献資料及び経営者や関係者のヒアリング調査をもとに、対象地区の都市商
業地への発展過程、街並み形成のプロセスと形成要因、現況と課題について記述した。その結果、一部の先導
的店舗のみによる街並み整備は、持続性という点で問題があり、地域内の組織的な共治体制の継続が必要なこ
とが認められた。 
 ４章では、調査対象３地区の現地観察調査を実施し、そこでのセットバック空間活用の実態をみた。３地区
の実態から、「セットバック空間活用における緩やかな個性の発現が多様性のある街並み形成につながること」、
「一部の先導的役割を果たす店舗とこれに過半の店舗が連動することによって、漸次的に街並みが形成されて
いく可能性があること」といった新たな商環境整備に関わる示唆が得られた。 
 ５章では、以上の結果を踏まえて、本研究で目的とする新たな商環境整備の意義と課題を、以下のようにと
りまとめた。 
 ① セットバック空間活用した街並み形成の意義として、商業者全員の合意形成がなくても、個々の店舗が
自己発意的、漸次的に魅力ある街並み形成を可能にする。 
 ② セットバック空間は、都市計画制度やまちづくりルールによって創出され、街並み形成の推進には、自
主的ルールによる２ｍ以上の後退距離の創出が望まれる。 
 ③ この街並み形成を望ましい状況に導くためには、ルールの周知や活用を促す情報提供など、地域内で規
範を醸成させ、街並み形成を管理することが必要となる。 
 ④ この街並み形成を継続させるためには、地域内の組織的な推進体制の強化と指導による共治体制の確立
が必要となる。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 従来、都市商業地における街並み整備は、アーケード・街路舗装による整備、歴史的・伝統的景観を活かし
た街並み形成、イメージ統合型戦略による街並み形成といった手法によってきた。これらの手法は、公の街路
等を整備する一方、私有部分に対しては統一ないしは規制する傾向が強かった。これらの手法による街並み整
備は、個店による自己発意的な街並み形成を抑制し、環境の変化に対応しにくいという面をもち、商業者全員
の合意形成が得にくい場合には、これらの手法自体の適用が難しい。 
 本論文は、個店による自己発意的な街並み形成を誘導するものとして、セットバック空間に着目したもので
ある。すなわち、公と私との間に位置するセットバック空間が適切に活用され、広場や歩行者路などが生み出
されるともに個店の魅力が表出される場となれば、これらの織り成しによって、快適で賑わいのある商環境が
創出されると考え、このような立場にたった街並み整備手法の確立を目指したものである。 
 本論文では、セットバック空間をもつ事例として、大阪市南船場地区、奈良市小西地区、神戸市岡本地区の
３地区を取り上げ、まず３地区の都市商業地への発展過程、街並み形成のプロセスと形成要因、現況と課題に
ついて記述している。次いで、３地区のセットバック空間活用の実態を調査し、セットバック空間の成り立ち
とその活用のされ方の関係を分析している。その結果、セットバック空間活用による街並み整備の意義を確認
し、セットバック空間としては自主的ルールにもとづく２ｍ以上の後退距離が望まれる等の知見を得ている。
また、街並み整備の継続的推進のためには、セットバック空間活用における規範の醸成と共治体制の確立が必
要なことを課題として提示している。 
 本論文は、都市商業地における新たな街並み整備の方向を提示し、その意義を検証した上で、計画手法上の
有用な知見を得ている。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
